
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 早稲田文理専門学校 

設置者名 学校法人中央情報学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 

ビジネス起業経営学科

（２年制） 

夜 ・

通信 

18単位 

(576時間) 

7単位 

(160時間) 
 

営業マネジメント学科

（２年制） 

夜 ・

通信 

18単位 

(432時間) 

7単位 

(160時間) 
 

工  業 

専門課程 

アプリ・Web制作 

学科（２年制） 

夜 ・

通信 

24単位 

(792時間) 

7単位 

(160時間) 
 

生成ＡＩ・デジタル 

クリエイター学科 

（２年制） 

夜 ・

通信 

28単位 

(648時間) 

7単位 

(160時間) 
 

ＡＩデザイン学科 

（２年制） 

夜 ・

通信 

22単位 

(792時間) 

7単位 

(160時間) 
 

電子機器組込みソフト

ウェア学科（２年制） 

夜 ・

通信 

20単位 

(720時間) 

7単位 

(160時間) 
 

文化・教養 

専門課程 

国際観光・通訳ガイド

学科（２年制） 

夜 ・

通信 

14単位 

(432時間) 

7単位 

(160時間) 
 

（備考） 

（ ）内の数字（〇時間）は「学校教育法施行規則等の附則第 2条（経過措置）」に基づ

き「実務経験のある教員等による授業科目の単位数」について用いる授業時数を記載し

ている。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ＨＰにて授業科目一覧を公開。授業科目一覧の中で、教員の実務経験と授業との関連を記

載している。 

https://wbc.ac.jp/school/information/ 

 

 

 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 早稲田文理専門学校 

設置者名 学校法人中央情報学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ＨＰにて理事名簿を公開している 

ホームページ https://wbc.ac.jp/school/information/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2026.6.1～ 

2027 定時評議員

会終結時 

組織運営体制への

チェック機能、財務 

非常勤 会社員 

2026.6.1～ 

2027 定時評議員

会終結時 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 早稲田文理専門学校 

設置者名 学校法人中央情報学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【作成について】 

 例年開催される第 1回教育課程編成委員会（通常 8月）での教育課程の検討を受け

て、教務部会を中心に、各授業担当の教員の意見等を取り纏め、翌年度の教育課程の

編成を行う。第 2回教育課程編成委員会（通常 3月）における、翌年度教育課程の検

討を経て、授業科目とその目的の設定、授業内容、時間割、担当教員等を教務会議に

て決定する。 

 各授業担当教員は、「シラバス作成ガイドライン」に従って、学則に従った授業科

目、授業時間で、授業の目的、到達目標、成績評価方法、テキスト、授業計画といっ

た決められた事項について、各学科とも統一した書式で作成し、教務会議に提出する。 

 教務会議は、すべての授業科目についてシラバスの内容を検討した後、公開する。 

 

【作成・公表時期】 

新年度の授業開始前（通常 1月から 2月にかけて担当教員が授業計画書を作成、教務

会議で検討の後、4月 10日ごろに公表） 

授業計画書の公表方法 HPに掲載 https://wbc.ac.jp/school/information/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各授業科目の学修成果は、各授業担当教員が、シラバスで公開した評価方法で、平

常点（学習態度・意欲、小テスト、演習提出物、総合力）と定期試験により、100 点

満点で採点し、合格（A：90点以上、B：75点以上 90点未満、C：60点以上 75点未満、

D：50点以上 60 点未満）不合格（F：50点未満）の 5段階で評価する。総合力では、

知識・理解力、思考・推論、応用力、創造力、コミュニケーション力、学習に取り組

む姿勢により評価する。 

 学則第 27条により、A、B、C、D は合格とし、Fは不合格とする。 

 毎年度末に行われる進級判定会議、卒業判定会議において、全学生について、出席

率が 80％以上で、成績が取得すべき単位の 80％以上合格している学生に対し、学則第

29条により、校長が課程修了の認定を行う。 

 学則、シラバスは学校ＨＰにて公開している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、学生の自主的な学習の促進および学生指導、就職指導等に活用すること

を目的として、2019 年度から GPA（Grade Point Average）制度を導入している。 

（「GPA（Grade Point Average）による成績評価」をＨＰにて公開） 

 各科目の成績は、シラバスで公開した評価方法で、平常点（学習態度・意欲、小テ

スト、演習提出物、総合力）と定期試験により、100点満点で採点し、合格（A：90点

以上、B：75 点以上 90 点未満、C：60 点以上 75 点未満、D：50 点以上 60 点未満）不

合格（F：50点未満）の 5段階で評価する。総合力では、知識・理解力、思考・推論、

応用力、創造力、コミュニケーション力、学習に取り組む姿勢により評価している。

各学生の履修科目の成績を、A（4）、B（3）、C（2）、D（1）、F（0）のグレード・ポイ

ント（GP）に変換し、GPに当該科目の授業時間数を乗じて、その総和を履修総授業時

間数で除した値を GPAとする。 

 GPA による成績評価によって、学生の成績分布が分かるとともに、学習意欲の向上

に役立てるように、ＨＰで公開し、オリエンテーション、説明会等で周知している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
HPに掲載 https://wbc.ac.jp/school/information/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

当校は、「未来をデザインし、社会のイノベーションに寄与する」ために、２１世紀

の日本と世界で、新しいビジネスに挑む、クリエイティブで社会に役立つ人材を育成

することを教育理念としている。 

 所定の課程を修了したものは、教育目標である 

＜１＞産業界が求める専門知識、専門スキルの修得 

＜２＞学び方を学ぶ 

＜３＞コミュニケーション能力の育成と人間的成長 

＜４＞アイデアをデザインに、デザインを形にできる能力の育成 

＜５＞希望者全員の就職 

を身につけた者として、学則 31条により、卒業の認定をしている。 

当校ではディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）を策定し、ＨＰに公開している。 

 この教育理念、教育目標は、学生の学びの指針として、入学時・進級時オリエンテ

ーション、説明会等で周知している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
HPに掲載 https://wbc.ac.jp/school/information/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 早稲田文理専門学校 

設置者名 学校法人中央情報学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.wbc.ac.jp/school/information/ 
収支計算書又は損益計算書 同上 
財産目録 同上 
事業報告書 同上 
監事による監査報告（書） 同上 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

ビジネス起業経営 

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(1,080 

単位時間)  

32 単位 

(648 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 172人 172 人 4人 7人 11人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 



  

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に学べるように、検定試験補講の実施やコンテスト等に参加して、スキル向

上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨学金などにより

支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 90人 

（100％） 

5人 

（ 6％） 

73人 

（ 81％） 

12人 

（ 13％） 

（主な就職、業界等） 

人材派遣会社、ホテル・旅館などの宿泊業、食品加工・製造業、飲食業、小売業にて事

務、営業、人事管理などの職種に従事 

（就職指導内容） 

毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休暇

期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を設

置、就職希望者対象のメーリングリストを活用し、いつでも最新の情報が得られ、相談

のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能力

に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験、全国経理教育協会簿記能力検定、日本ビジネス能力認定試験、情報処

理技能者検定（各種） など 

（備考）（任意記載事項） 

担任教員による定期的な個別面談と各学期の補講により、学修を支援するとともに、長

期休暇中も含めた生活指導と卒業に向けた進路指導を徹底している。 

また、課外活動で校外清掃などのボランティア活動を行っている。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 177人 3人  1.7％ 

（中途退学の主な理由） 

就職決定、家庭の事情により帰国、妊娠による帰国（留学生） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任および生活指導担当者が面談し、教職員全体で親身になって生活相談にのる。 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専

門課程 

営業マネジメント 

学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 

 

64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(1,008 

単位時間)  

32 単位 

(720 

単位時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 138人 138 人 4人 4人 8人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的をもって学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に参加できる勉強会などの機会を充実させ、スキル向上のための取組みを行

っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨学金などにより支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 69人 

（100％） 

4人 

（  5.8％） 

60人 

（  87.0％） 

5人 

（  7.2％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社ジャロック、ベネリック株式会社、東亜トレーディング株式会社、葵企業株式

会社、ヒューマンリソース＆アール株式会社、藤田観光株式会社、株式会社リブ・マッ

クスなど、小売業、宿泊業、食品加工・製造業、人材派遣業、飲食業 



  

（就職指導内容） 

毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休暇

期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を設

置、就職希望者対象のメーリングリストを活用し、いつでも最新の情報が得られ、相談

のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能力

に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験、全国経理教育協会簿記能力検定試験、外国人実務能力検定、社会人常

識マナー検定、情報処理技能検定など 

（備考）（任意記載事項） 

担任教員による定期的な個別面談と各学期の補講により、学修を支援するとともに、長

期休暇中も含めた生活指導と卒業に向けた進路指導を徹底している。 

また、課外活動で校外清掃などのボランティア活動を行っている。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  138人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
アプリ･Ｗｅｂ 

制作学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(864 単位

時間)  

32 単位 

(864 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 140人 132 人 4人 5人 9人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に参加できる勉強会などの機会を充実させている。外部コンテストへの応募

など、スキル向上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨

学金などにより支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 71人 

（100％） 

5人 

（  7％） 

50人 

（ 70.4％） 

16人 

（  22.6％） 

（主な就職、業界等）富士インフォックス・ネット株式会社株式会社テクノアーク/UTエ

イム株式会社/株式会社ベジコープ/株式会社 VTI ジャパン株式会社ジャロック/アルテ

ンジャパン株式会社/株式会社アルプスビジネスサービス株式会社メイテックフィール

ダーズ/株式会社 SEアシスト/株式会社コネクト/株式会社ファルコン 



  

（就職指導内容）適性検査対策（CAB/GAB）、SPI対策、作文添削、企業分析対策、自己

分析・キャリアデザイン指導、面接対策、マナー講座、ポートフォリオ制作指導、個人

面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
J検3級/2級,Oracle Certified Java Programmer, Bronze SE,基本情報技術者試験,情報セキュリティマネ

ジメント試験, ITパスポート試験, G検定,さくらのクラウド検定,データサイエンス検定,日本語能力試験
N3/N2/N1, 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  147人 5人  3.4％ 

（中途退学の主な理由）就職先内定のため、学費未納等. 

（中退防止・中退者支援のための取組）面談による問題の早期発見、メンタリングに

よる、若手教員・学生の支援、進路開拓による卒業願望の強化等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
生成 AI・デジタル 

クリエイター学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(936 単位

時間)  

32 単位 

(792 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 26人 2 人 3人 3人 6人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に参加できる勉強会などの機会を充実させている。外部コンテストへの応募

など、スキル向上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨

学金などにより支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（   0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

（株）ブラウニーズ、（株）オーラスタジオ、エスペランサ（株）、CGCG スタジオ（株）、

（株）ジェン・デザイン などのゲーム・ＣＧ等クリエイティブ業界 

（株）ソフテック、（株）アリーナ・プロフェッショナル などの IT 業界 



  

（就職指導内容） 

毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休暇

期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を設

置、就職希望者対象のメーリングリストを活用し、いつでも最新の情報が得られ、相談

のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能力

に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・コンテスト応募 

  ゲームクリエイター甲子園（主催：株式会社ゲームクリエイターズギルド）、 

  全国専門学校ゲームコンペティション（主催：一般社団法人全国専門学校情報教育協会）、 

IITアプリアワード（主催：一般社団法人東京都産業情報協会） など 

・作品展示 

  東京ゲームショウ（学外）、IT制作展（学内）、卒業制作発表会（学内） 

・作品公開 

Unityroom、itch.io など 

（備考）（任意記載事項） 

担任教員による定期的な個別面談と各学期の補講により、学修を支援するとともに、長

期休暇中も含めた生活指導と卒業に向けた進路指導を徹底している。 

また、課外活動で校外清掃などのボランティア活動を行っている。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  12人 2人  16％ 

（中途退学の主な理由） 

家庭の事情による修学継続困難、転居等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任および生活指導担当者が面談し、教職員全体で親身になって生活相談にのる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ＡＩデザイン学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(1,080 単

位時間)  

32 単位 

(648 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

76人 75人 75 人 3人 6人 9人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に学べるように、オンライン教材の充実。コンテスト等に参加して、スキル

向上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨学金などによ

り支援している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

16人 

（ 73％） 

6人 

（ 27％） 

（主な就職、業界等）株式会社ジョブ会計、Tplus株式会社、株式会社アドービジネスコ

ンサルタント等(IT業界) 

（就職指導内容） 

毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休暇

期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を設



  

置、就職希望者対象のメーリングリストを活用し、いつでも最新の情報が得られ、相談

のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能力

に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等））生成 AIパスポート試験、Python3 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力認

定試験、ITパスポート試験、情報検定 情報活用試験 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  61人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任および生活指導担当者が面談し、教職員全体で親身になって生活相談にのる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
電子機器組込み 

ソフトウェア学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(1,008 単

位時間)  

32 単位 

(720 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 52人 52 人 3人 2人 5人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのた

めに必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に参加できる勉強会などの機会を充実させている。資格取得など、スキル向

上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨学金などにより

支援している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 13人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

12人 

（  92％） 

1人 

（  8％） 

（主な就職、業界等）株式会社ラヴォックス、アルテンジャパン、株式会社フルハート

ジャパン、純光社(掌)、シンクラボラトリー、中柴製作所 



  

（就職指導内容） 

 毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休

暇期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を

設置、就職希望者対象のグループチャットを活用し、いつでも最新の情報が得られ、相

談のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能

力に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

担任教員による定期的な個別面談と各学期の補講により、学修を支援するとともに、長

期休暇中も含めた生活指導と卒業に向けた進路指導を徹底している。 

また、課外活動で校外清掃などのボランティア活動を行っている 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 3人  9％ 

（中途退学の主な理由） 

1名 （本人の)重病により、帰国。 

1名 母国の父が病気になったため、帰国。 

1名 進路変更(1年次を終え、２年次になる前に別の学校に進学) 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的に面談を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 

国際観光・ 

通訳ガイド学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 64単位 

(1,728単位時間) 

32 単位 

(1,296 単

位時間)  

32 単位 

(432 単位

時間)   

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 128人 128 人 4人 4人 8人 

（備考）（ ）内の数字（〇単位時間）は、令和７年度以前入学者に適用される単位

時間を記載している。 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

産学連携を重視し、企業からの講師による業界や企業が求める人材ニーズとそのため

に必要な知識・スキルを、学生が目的を持って学べるように設定している。授業は、

理解度を測定しながら、学生の進度にあった内容で行っている。授業時間外で、学生

が自主的に学べるように、オンライン教材の充実。コンテスト等に参加して、スキル

向上のための取組みを行っている。学業成績優秀者には、表彰、学校奨学金などによ

り支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 73人 

（100％） 

16 人 

（  21.9％） 

55人 

（  75.4％） 

2人 

（  2.7％） 

（主な就職、業界等） 

ウェスティンホテル東京、藤田観光株式会社、株式会社西武プリンスホテルズワールド

ワイド、日の丸自動車興業株式会社、MGKK協同組合、さくらツーリスト株式会社など、

貿易・観光・インバウンド・ホテル業界 



  

（就職指導内容） 

毎週 2,3 回のペースで学内企業説明会・面接会を実施し、学外企業説明会や、長期休暇

期間のインターンシップへの参加も積極的に促している。また、校内に就職支援室を設

置、就職希望者対象の Microsoft Teamsを活用して、いつでも最新の情報が得られ、相

談のできる環境を整えている。学生一人ひとりの就職に対して、本人の希望や適性、能

力に合わせた紹介を行い、求人企業とのマッチングを行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験、外国人実務能力検定、旅館ホテル観光ビジネス検定、日本の宿おもて

なし検定、観光英語検定、社会人常識マナー検定、旅程管理者研修 等 

（備考）（任意記載事項） 

担任教員による定期的な個別面談と各学期の補講により、学修を支援するとともに、長

期休暇中も含めた生活指導と卒業に向けた進路指導を徹底している。 

また、課外活動で校外清掃などのボランティア活動を行っている。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  134人 5人  3.7％ 

（中途退学の主な理由） 

就職、進路変更、帰国（留学生）、経済的理由のため 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任および生活指導担当者が面談し、教職員全体で親身になって生活相談にのる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意

記載事項） 

ビジネス起業経営学科 

100,000円 

 

600,000円 

 

250,000 円 

 

 

営業マネジメント学科  

アプリ・Web 制作学科  

生成 AI・デジタルクリエイター学科  

ＡＩデザイン学科  

電子機器組込みソフトウェア学科  

  国際観光・通訳ガイド学科  

修学支援（任意記載事項） 

学校独自の学費減免制度、奨学金制度あり。 

学業成績優秀者への表彰、資格取得奨励金制度等の学修支援制度あり。 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、ＨＰに公開している 

https://wbc.ac.jp/school/information/ 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

業界団体・企業、高等学校等の役職員及び当学園関係者から構成される学校関係者評

価委員会を設置し、委員会において、当学園の自己点検・自己評価委員会が、「専修学

校における学校評価ガイドライン」（文部科学省：平成２５年３月）及び「学校法人中

央情報学園における学校評価に関する要綱」(学校法人中央情報学園：平成２４年６月

１日)に基づいて取りまとめた中央情報専門学校学園自己点検・自己評価報告書を評価

し、学校運営に関する改善のための助言及び支援を行うことを基本とする。委員会で

は、各年度において、前年度自己点検・自己評価報告書の説明、評価、検討を行う。そ

の後、学校関係者評価報告書をホームページにてその内容を公開するとともに、改善

提案を自己評価改善方策の検討において活用し、次年度の重点目標の設定や具体的取

組の改善を図る。 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

東京商工会議所 

人材・能力開発部人材支援センター

所長 

2026年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

地域等委員 

株式会社ティー・アイ・シー 

人事経営戦略部 顧問 

2026年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

企業等委員 

埼玉県立大宮工業高校 元校長  

埼玉工業大学 工学部 

基礎教育センター・教授 

2026年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

校長等 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、ＨＰに公開している 

https://wbc.ac.jp/school/information/ 



  

（備考） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://wbc.ac.jp/school/information/ 

 


